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　12月８日、総合文化センターで、2002みずなみ

「第九」入門コンサートが開かれました。�

　みずなみ本気で第九を歌う会のメンバー100人が、

今春から練習してきた成果を披露しました。�

市民の心に「第九」を�



　
11
月
15
日
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
た
第
７
回

新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
で
は
、
新
市
の
将
来
像

と
基
本
方
針
に
つ
い
て
細
部
に
わ
た
っ
て
討
議
が
さ
れ

ま
し
た
。�

　
事
務
局
で
絞
り
込
ん
だ
二
つ
の
新
市
の
将
来
像
を
示

す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
う
ち
、
「
〜
活
力
、
安
心
、

創
造
を
求
め
て
〜  

み
ん
な
で
つ
く
る
、
緑
あ
ふ
れ
る

交
流
都
市
」
を
中
心
に
検
討
さ
れ
、
文
言
の
一
部
を
修

正
し
た
上
で
次
回
小
委
員
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
将
来
像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
７
つ

の
基
本
方
針
（
柱
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
地
域
別
整
備
方
針
で
は
、
新
市
が
均
衡
あ
る

発
展
を
成
し
遂
げ
、
地
方
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
機
能
を
保
持
す
る
た
め
、
旧
市
町
の
地
域
エ
リ
ア
の

枠
で
の
地
域
整
備
と
い
う
考
え
方
を
廃
し
、
地
域
の
地

形
的
、
文
化
・
産
業
的
な
要
因
を
重
視
し
つ
つ
、
新
市

全
体
が
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
基
本
に
、
市
域
全
体
を
６
つ
の
ゾ
ー
ン
に
色

分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
も
た
せ
ま
し
た
。�

　
次
に
、
新
市
が
取
組
む
べ
き
主
要
施
策
に
つ
い
て
、

各
委
員
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

●
新
市
の
将
来
像�

案
１ 

「
〜
活
力
、
安
心
、
創
造
を
求
め
て
〜  

み
ん
な

　
　
　
で
つ
く
る
、
緑
あ
ふ
れ
る
交
流
都
市
」�

�

案
２  

「
と
も
に
つ
く
る
生
き
生
き
安
心
生
活
都
市  

　
　
　
〜
人
、
自
然
、
産
業
、
文
化
が
出
会
う
ま
ち
」�

●
基
本
方
針�

①
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち（
産
業
振
興
）�

②
　
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ
い
・
人
を
育
む
ま
ち（
教
育
文
化
）�

③
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
が
充
実
し
た
ま
ち（
生

　
　
活
環
境
・
都
市
基
盤
）�

�

④
　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
保
全
の
ま
ち（
環
境
共
生
）

⑤
　
人
と
人
が
支
え
あ
う
健
康
で
心
豊
か
な
ま
ち
（
健

　
　
康
・
福
祉
）�

�

⑥
　
と
も
に
つ
く
る
連
携
・
交
流
・
市
民
参
加
の
ま
ち

　
　
（
市
民
参
加
）�

�

⑦
　
効
率
性
の
高
い
ま
ち
（
行
財
政
改
革
）�

�
【
意
見
要
旨
】�

・
「
都
市
」
は
固
い
表
現
、
「
ま
ち
」
に
修
正
す
る
。�

・
基
本
理
念
で
あ
る
「
協
働
」
を
将
来
像
に
明
記
し
た

　
ら
ど
う
か
。�

【
協
議
結
果
】�

  

委
員
の
意
見
を
参
考
に
修
正
し
、
次
回
検
討
す
る
。�

●
基
本
的
な
考
え
方�

　
新
市
が
均
衡
あ
る
発
展
を
成
し
遂
げ
、
地
方
中
核
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
を
保
持
す
る
た
め
、
旧
市

町
の
地
域
エ
リ
ア
の
枠
で
の
地
域
整
備
と
い
う
考
え
方

を
廃
し
、
地
域
の
地
形
的
、
文
化
・
産
業
的
な
要
因
を

重
視
し
つ
つ
、
新
市
全
体
が
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。�

●
ゾ
ー
ン
整
備
の
方
向
性�

○
に
ぎ
わ
い
と
地
域
情
報
の
発
信
ゾ
ー
ン�

　
多
治
見
駅
、
土
岐
市
駅
、
瑞
浪
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
整
備
と
、
多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
と
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
地
域  �

○
生
活
文
化
交
流
ゾ
ー
ン�

　
自
然
景
観
の
な
か
に
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
居

住
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
施
設
の
整
備

を
行
い
、
人
に
や
さ
し
い
利
用
し
や
す
い
生
活
ゾ
ー
ン

の
形
成
を
図
る
地
域�

○
先
端
技
術
と
学
術
研
究
の
知
的
創
造
ゾ
ー
ン�

　
最
先
端
の
研
究
開
発
機
能
の
集
積
を
推
進
し
、
関
連

産
業
の
育
成
、
新
産
業
の
創
出
に
よ
る
産
学
官
の
交
流

を
促
進
す
る
。
そ
し
て
、
地
域
に
開
か
れ
た
科
学
技
術

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
交
流
拠
点
地
域�

○
伝
統
産
業
交
流
ゾ
ー
ン�

　
焼
き
物
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
っ
て
、

新
た
な
地
域
資
源
の
創
出
を
図
る
地
域�

○
歴
史
の
道
ふ
れ
あ
い
交
流
ゾ
ー
ン�

　
旧
中
山
道
や
旧
中
馬
街
道
を
中
心
と
し
た
観
光
資
源

・
農
の
あ
る
風
景
・
あ
ふ
れ
る
自
然
が
融
合
す
る
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
来
訪
者

及
び
住
民
が
地
域
の
歴
史
に
学
び
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う

た
め
の
機
能
充
実
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
交
流

の
促
進
を
図
る
地
域�

○
緑
の
回
廊
ゾ
ー
ン�

　
市
街
地
の
周
囲
を
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
保
全
す

る
こ
と
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
安
ら
ぎ
の
場
の
創

出
、
生
態
系
の
維
持
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
抑
制
等

の
様
々
な
効
果
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
自
然
を
活
用

し
た
農
林
業
を
振
興
し
、
地
域
に
密
着
し
た
自
然
環
境

の
創
出
を
図
る
地
域�

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

考
え
て
み
よ
う

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と ⑫
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●
軸
（
鉄
道
・
道
路
等
）
の
整
備
の
方
向
性�

○
広
域
交
流
軸�

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
、
国
道
19
号
、
中
央
道
、
東
海
環
状
自

動
車
道
に
よ
る
地
域
外
と
の
広
域
的
な
連
携
・
交
流
に

資
す
る
軸
の
形
成
強
化
を
図
る
。�

○
地
域
連
携
軸�

　
新
市
の
各
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
連
携
軸
と
し
て
、
市
民
生�

活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
広
域
交
流
軸

の
玄
関
口
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
機
能
の
充

実
を
図
る
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
趣
旨
は
良
い
。�

・
イ
メ
ー
ジ
図
の
地
域
連
携
軸
に
つ
な
が
る
道
路
の
表

　
現
に
配
慮
す
る
。�

・
イ
メ
ー
ジ
図
の
歴
史
の
道
ふ
れ
あ
い
交
流
ゾ
ー
ン
の

　
範
囲
を
も
う
少
し
広
く
取
っ
て
ほ
し
い
。�

【
協
議
結
果
】�

  

委
員
の
意
見
を
参
考
に
修
正
し
、
次
回
検
討
す
る
。�

　
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
利
便

性
な
ど
に
も
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
や
バ
ラ

ン
ス
、
さ
ら
に
は
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
計
画
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。�

　
な
お
、
合
併
に
伴
い
支
所
と
な
る
庁
舎
等
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
必
要
な
機
能
の

整
備
に
努
め
ま
す
。�

【
協
議
結
果
】�

　
委
員
か
ら
特
別
意
見
は
な
く
、
前
述
の
表
現
を
盛
り

込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

第
６
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
１
月
７
日（
火
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

２
階
小
ホ
ー
ル�

�

第
２
回
新
市
事
務
所
の
位
置
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
18
日（
水
）
９
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
２
階
小
ホ
ー
ル�

第
２
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
19
日（
木
）
９
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
笠
原
町
消
防
会
館
３
階
大
会
議
室�

第
８
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
12
月
25
日（
水
）
13
時
30
分
〜�

�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
３
階
会
議
室�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

●
作
成
手
法�

　
過
去
５
年
間
の
平
均
的
な
各
市
町
の
投
資
的
経
費�

（
施
設
の
建
設
費
な
ど
）
及
び
合
併
特
例
債
の
全
体
事

業
費
な
ど
を
勘
案
し
、
モ
デ
ル
的
な
投
資
的
経
費
（
年

間
１
７
０
億
円
）
を
算
出
し
、
こ
れ
を
基
に
財
政
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
事
業
計
画
決
定
後
に
、
最
終

調
整
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
合
併
の
効
果
と
し
て
、
職
員
の
適
正
管
理
方
針
を
示

　
す
べ
き
で
あ
る
。�

・
議
員
報
酬
に
必
要
な
議
員
定
数
を
見
込
ん
で
い
る
か
。�

【
協
議
結
果
】�

　
今
後
、
事
務
事
業
の
調
整
、
建
設
計
画
の
主
要
施
策

が
確
定
し
た
段
階
で
見
直
し
て
い
く
。�

　
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
、
個
別
の
施
策
の
柱
を
組
み
込
み
ま

し
た
。�

　
そ
し
て
、
合
併
を
機
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
組
み
込

む
か
次
の
論
点
に
絞
っ
て
各
委
員
が
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。�

１
、
合
併
記
念
事
業�

�

　
３
市
１
町
の
合
併
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
記
念
事

業
を
計
画
す
る
か
ど
う
か�

【
意
見
要
旨
】�

・
各
市
町
が
綱
引
き
と
な
ら
な
い
よ
う
に
各
地
区
で
植
樹�

・
合
併
の
動
機
・
結
果
を
伝
え
る
た
め
、
自
然
公
園
な

　
ど
を
市
民
の
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
整
備�

・
金
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン

　
ト
を
各
地
区
で
実
施�

・
都
市
基
盤
整
備
の
主
要
事
業
の
中
で
冠
づ
け�

２
、
都
市
基
盤
づ
く
り�

　
都
市
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
視
点
と
す
べ
き
か
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
上
下
水
道
の
整
備
は
当
然
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
。�

・
道
路
網
の
整
備
を
一
番
に
行
う
。�

・
高
速
通
信
網
の
整
備
を
行
う
。�

３
、
合
併
目
的
の
遂
行�

　
合
併
目
的
の
遂
行
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。�

・
少
子
化
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備
が
重
要
。�

・
依
存
財
源
に
頼
ら
な
い
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

　
が
大
事
。�

�

３�瑞浪市役所　☎ 68-2111

新
市
の
主
要
施
策�

公
共
施
設
の
統
合
整
備
と
適
正
配
置�

財
政
計
画�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�
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わ
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が
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わ
り
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町
名
が
変
わ
り
ま
す�
町
名
が
変
わ
り
ま
す

町
名
が
変
わ
り
ま
す�
町
名
が
変
わ
り
ま
す�

(

瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
地
区
内)

　
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
よ
り
、�

小
田
町
、
山
田
町
、
寺
河
戸
町
の
各
一
部
（
区
画
整
理�

地
区
内
）
の
町
名
が
変
更
に
な
り
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　�

　
区
画
整
理
課
　
☎
内
線
２
４
９
・
２
５
１�

・
変
更
の
時
期（
予
定
）�

　
１
月
18
日（
土
）か
ら�

※
住
民
登
録
の
住
居
表
示
お
よ
び
戸
籍
の�

　
本
籍
地
表
示
の
変
更
は
、
市
で
行
い
ま
す�

　
の
で
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

・
郵
便
番
号
も
同
時
に
変
更
に
な
り
ま
す�

現
在
の
町
名�

変

更

後

の

町

名�

北
小
田
町
、
南
小
田
町
、�

西
小
田
町
、
穂
並
、
一
色
町�

南
小
田
町
、
穂
並�

北
小
田
町
、
穂
並
、
一
色
町�

山

田

町�

小

田

町�

寺
河
戸
町�

新
　
町
　
名�

郵

便

番

号�

南
小
田
町�

北
小
田
町�

穂
　
　
並�

５
０
９
‐
６
１
０
７�

５
０
９
‐
６
１
１
６�

５
０
９
‐
６
１
１
５�

瑞浪�

　小学校�

国道国道1919号線号線�

国道19号線�

高月町�
　二丁目�

西小田町�
　一丁目�

北小田町�
　一丁目�

北小田町三丁目北小田町三丁目�

北小田町二丁目北小田町二丁目�

一色町一色町�
六丁目六丁目�

北小田町四丁目北小田町四丁目�

南小田町三丁目南小田町三丁目�

南小田町一丁目南小田町一丁目�
穂並一丁目穂並一丁目�

穂並二丁目穂並二丁目�

穂並三丁目穂並三丁目�

南小田町南小田町�
　四丁目　四丁目� 南小田町南小田町�

　二丁目　二丁目�

北小田町三丁目�

北小田町二丁目�

一色町�
六丁目�

北小田町四丁目�

南小田町三丁目�

南小田町一丁目�
穂並一丁目�

穂並二丁目�

穂並三丁目�

南小田町�
　四丁目� 南小田町�

　二丁目�

十六銀行�

バロー�



○
連
座
制�

　
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
一
定
の

関
係
に
あ
る
者
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪

を
犯
し
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、

た
と
え
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
が
買

収
な
ど
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い
な
く
て

も
、
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
本
人
に

つ
い
て
、
そ
の
選
挙
の
当
選
が
無
効
に

な
る
と
と
も
に
、
立
候
補
制
限
と
い
う

制
裁
を
科
す
制
度
で
す
。�

○
対
象
者�

　
総
括
主
宰
者
、
出
納
責
任
者
、
地
域

主
宰
者
、
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
の

親
族
、
秘
書
、
組
織
的
選
挙
運
動
管
理

者
な
ど
を
い
い
ま
す
。�

○
効
　
果�

　
候
補
者(

当
選
人)

の
当
選
無
効
に
加

え
、
５
年
間
同
じ
選
挙
で
同
じ
選
挙
区

か
ら
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。�

�

○
適
用
さ
れ
る
選
挙
犯
罪�

　
連
座
対
象
者
が
、｢

買
収
お
よ
び
利
害

誘
導
罪｣｢

多
数
人
買
収
お
よ
び
多
数
人

利
害
誘
導
罪｣｢

公
職
の
候
補
者
お
よ
び

当
選
人
に
対
す
る
買
収
お
よ
び
利
害
誘

導
罪｣｢

新
聞
・
雑
誌
の
不
法
利
用
罪｣

を

犯
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。�

　
な
お
、
出
納
責
任
者
が
選
挙
費
用
の

法
定
額
違
反
を
犯
し
た
場
合
に
も
、
連

座
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。�

○
買
収
罪�

　
特
定
の
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
の

当
選
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う
な
行
為

な
ど
を
行
う
と
買
収
罪
に
な
り
ま
す
。�

・
有
権
者
に
酒
や
食
事
を
提
供
す
る
。�

・
有
権
者
を
温
泉
旅
行
や
観
劇
に
招
待

　
す
る
。�

・
投
票
日
当
日
、
候
補
者
の
陣
営
が
有

　
権
者
を
バ
ス
で
投
票
所
へ
送
迎
す
る
。�

◎
問
合
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会�

　
　
　
　
　
☎
内
線
２
７
１�

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、
こ

の
た
び
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
門
出
を
お
祝
い

す
る
た
め
、
現
在
５
人
の
指
導
者
と
と

も
に
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
25
人
の

実
行
委
員
が
一
丸
と
な
り
、
心
に
残
る

成
人
式
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
わ
り
の
人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
久
し
ぶ
り
に
揃
う
仲
間

同
士
成
人
し
た
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
、

大
い
に
語
り
ま
し
ょ
う
。�

　
就
職
や
進
学
等
で
転
出
し
、
現
在
瑞

浪
市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
で

も
式
に
は
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ

案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
至
急

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

◎
問
合
せ�

　
生
涯
学
習
課（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
６
８
ー
５
２
８
１�

�

��

平成15年成人式の�
　　ご　案　内�

日時　平成15年１月12日（日）�
　　　10時～（受付開始９時）�
会場　総合文化センター�

テーマ�

真
っ
白
で
こ
の
世
に

真
っ
白
で
こ
の
世
に�

　
生
れ
て
も
う

　
生
れ
て
も
う
20
年
・
・

年
・
・�

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を�

　
大
切
に
輝
か
し
い
未
来
へ
！

　
大
切
に
輝
か
し
い
未
来
へ
！�

真
っ
白
で
こ
の
世
に

真
っ
白
で
こ
の
世
に�

　
生
れ
て
も
う

　
生
れ
て
も
う
20
年
・
・

年
・
・�

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を�

　
大
切
に
輝
か
し
い
未
来
へ
！

　
大
切
に
輝
か
し
い
未
来
へ
！�

真
っ
白
で
こ
の
世
に�

　
生
れ
て
も
う
20
年
・
・�

今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を�

　
大
切
に
輝
か
し
い
未
来
へ
！�

�

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙�

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会�

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙�

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会�

瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙�

立
候
補
予
定
者
説
明
会�

白
バ
ラ
コ
ー
ナ
ー�

《
連
座
制
と
は
…
》�

　
２
月
９
日
執
行
予
定
の
瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
伴
う
立
候
補�

予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。�

　
　
　
日
　
時
　
平
成
15
年
１
月
15
日(

水)

　
13
時
30
分
〜�

　
　
　
場
　
所
　
市
役
所
２
階
大
会
議
室�

５�瑞浪市役所　☎ 68-2111



６�平成14年12月15日�

　
11
月
16
日
に
関
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
11
回
県
中
学
駅
伝
競
走
大
会
で
陶
中

学
校
女
子
が
２
年
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

５
区
間
11
・
８
㎞
の
コ
ー
ス
で
、
２
位

に
16
秒
差
を
つ
け
、
１
区
と
５
区
で
は

区
間
賞
を
と
る
安
定
し
た
レ
ー
ス
展
開

で
し
た
。�

　
12
月
23
日
に
は
、
山
口
県
山
口
市
で

開
催
の
全
国
大
会
に
、
岐
阜
県
代
表
と

し
て
昨
年
に
引
き
続
き
出
場
し
ま
す
。�

　
小
川
彩
香
さ
ん
（
３
年
）
は
「
去
年

の
全
国
大
会
は
、
緊
張
し
て
43
位
で
し

た
。
今
年
は
、
タ
イ
ム
も
順
位
も
上
回

り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

稲
津
町
民
越
年
マ
ラ
ソ
ン
　�

　
12
月
31
日（
火
）
23
時
55
分�

　
小
里
稲
荷
神
社
ス
タ
ー
ト�

　
（
距
離
　
３
・
８
㎞
）�

�

　
受
付
　
12
月
31
日（
火
）�

　
23
時
〜
23
時
40
分
　
会
場
に
て�

大
湫
町
年
越
マ
ラ
ソ
ン
　�

　
12
月
31
日（
火
）
23
時
50
分�

　
大
湫
公
民
館
前
ス
タ
ー
ト�

　
（
距
離
２
㎞
）�
�

　
受
付
　
当
日
会
場
に
て�

新
春
巡
拝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会�

　
１
月
１
日（
水
）
０
時
30
分�

　
日
吉
神
社
ス
タ
ー
ト
（
距
離
６
㎞
）�

　
受
付
　
12
月
31
日（
火
）�

　
23
時
30
分
〜
会
場
に
て�

釜
戸
元
旦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
（
３
・
１
㎞
と
１
・
９
㎞
）�

�

　
１
月
１
日（
水
）
10
時�

　
釜
戸
公
民
館
前
ス
タ
ー
ト�

　
受
付
　
当
日
９
時
20
分
〜
40
分
会
場

　
に
て�

�

陶
町
新
年
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　�

　
１
月
５
日（
日
）
９
時
20
分�

　
天
神
社
（
猿
爪
）
ス
タ
ー
ト�

　
（
距
離
２
・
３
㎞
、
１
・
８
㎞
）�

�

　
受
付
　
当
日
８
時
〜
９
時
会
場
へ�

　
12
月
31
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
全
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
、
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。�

　
12
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
伺
い
、

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課�

�

　
　
　
　
　
☎
内
線
３
３
３�

・
日
　
　
時
　
１
月
26
日（
日
）14
時
〜

・
場
　
　
所
　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド�

・
参
加
対
象
　
中
学
生
以
上�

・
参
加
人
数
　
24
組（
１
組
２
人
ま
で
）�

・
参

加

料
　
１
、
２
０
０
円�

◎
申
込
　
12
月
20
日（
金
）〜
１
月
12
日�

　
　
　（
日
）に
電
話
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
　
　
受
付�

☎
６
６
ー
１
１
５
１�

　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　�

　
　
　sc

ie
n
c
e
w
@
a
ste
c
-g
ifu
.jp
�

◇
Ａ
コ
ー
ス
　�

�

　
距
　
　
離
　
18
・
１
㎞
　
５
区
間
　

　
ス
タ
ー
ト
　
10
時
30
分�

　
参
加
対
象�

　
中
学
男
子
、
高
校
生
、
一
般
男
子�

　
１
部�

�

◇ 

Ｂ
コ
ー
ス�

�

　
距
　
　
離
　
12
・
２
㎞
　
７
区
間
　

　
ス
タ
ー
ト
　
10
時
45
分�

　
参
加
対
象�

　
小
学
生
、
中
学
・
一
般
女
子
、
一
般

　
男
子
２
部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子

　
女
子�

�

・
応
募
方
法
　
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

　
参
加
料
１
チ
ー
ム
に
つ
き�

　
３
５
０
０
円
を
添
え
て
事
務
局
へ�

◎ 

申
込
・
問
合
せ
　�

�

　
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内�

　
体
育
協
会
陶
支
部
事
務
局�

　
☎
６
５
ー
２
１
１
１�

　
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課�

　
☎
６
８
ー
０
７
４
７�

陶
中
女
子
駅
伝

陶
中
女
子
駅
伝�

　
２
年
連
続
の
快
挙

　
２
年
連
続
の
快
挙�

陶
中
女
子
駅
伝

陶
中
女
子
駅
伝�

　
２
年
連
続
の
快
挙

　
２
年
連
続
の
快
挙�

陶
中
女
子
駅
伝�

　
２
年
連
続
の
快
挙�

２
０
０
３
年

２
０
０
３
年�

２
０
０
３
年

２
０
０
３
年�

２
０
０
３
年�

工
業
統
計
調
査
に

工
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
ご
協
力
を�

工
業
統
計
調
査
に

工
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
ご
協
力
を�

工
業
統
計
調
査
に

工
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
ご
協
力
を�

工
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
　
ご
協
力
を�

科
学
実
験
教
室
　

科
学
実
験
教
室
　�

　
　
参
加
者
募
集

　
　
参
加
者
募
集�

科
学
実
験
教
室
　

科
学
実
験
教
室
　�

　
　
参
加
者
募
集

　
　
参
加
者
募
集�

科
学
実
験
教
室
　

科
学
実
験
教
室
　�

　
　
参
加
者
募
集

　
　
参
加
者
募
集�

科
学
実
験
教
室
　�

　
　
参
加
者
募
集�

陶
一
周
駅
伝

陶
一
周
駅
伝�

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
参
加
チ
ー
ム
募
集�

陶
一
周
駅
伝

陶
一
周
駅
伝�

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
参
加
チ
ー
ム
募
集�

陶
一
周
駅
伝

陶
一
周
駅
伝�

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
参
加
チ
ー
ム
募
集�

陶
一
周
駅
伝�

　
参
加
チ
ー
ム
募
集�

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
か
ら�

マ
ル
セ
イ
ユ
石
け
ん
を
作
ろ
う�

２
月
23
日（
日
）�

�

受
付
　
９
時
30
分
〜�

�

陶
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て�

第
39
回�

第
39
回�

第
39
回�



　
11
月
18
日
に
明
治
神
宮
球
場
で
行
わ

れ
た
。
第
33
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
高

校
の
部
で
、
中
京
高
校
硬
式
野
球
部
が

初
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
中
京
高
校
は
、
秋
季
県
高
校
野
球
大

会
、
秋
季
東
海
地
区
高
校
野
球
大
会
に

優
勝
し
、
全
国
大
会
の
明
治
神
宮
野
球

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
強
豪
を
相
手

に
実
力
を
発
揮
し
、
岐
阜
県
勢
と
し
て

初
め
て
の
栄
冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
優
勝
に
よ
り
、
今
年
の
夏
の

甲
子
園
に
続
き
、
来
春
の
セ
ン
バ
ツ
高

校
野
球
出
場
を
ほ
ぼ
確
実
に
し
、
そ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
松
村
有
三
会

長
　
会
員
426
人
）
が
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
、
11
月
22
日
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。�

�

　
今
年
度
は
組
織
、
運
営
、
活
動
に
お

い
て
優
秀
な
全
国
の
116
団
体
が
受
賞
、

瑞
浪
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
平
成
３
年
の

受
賞
に
続
き
２
回
目
で
す
。�

�

　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
３
年
前
に
特
徴
的
な�

「
父
学
委
員
会
」
を
つ
く
り
、
父
親
が�

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
清
掃
活
動
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
諸
活
動
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
松
村
会
長
は
、「
諸
先
輩
方
の
継
続
し

た
活
動
と
、
保
護
者
の
方
々
の
協
力
で

受
賞
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

�

　
11
月
29
日
、
陶
中
学
校
生
徒
会
が
、

陶
宅
老
所
「
い
ち
に
の
さ
ん
」
に
シ
ャ

ワ
ー
チ
ェ
ア
（
入
浴
用
イ
ス
）
を
寄
付

し
ま
し
た
。�

　
同
会
で
は
地
元
地
域
の
た
め
の
募
金

活
動
を
、
10
月
下
旬
に
校
内
で
実
施
、

約
１
８
０
０
０
円
が
集
ま
り
、
入
浴
時

に
便
利
な
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
を
購
入
し

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。�

�

　
こ
の
日
は
、
募
金
を
企
画
担
当
し
た

岩
山
真
也
前
会
長
（
３
年
）
ら
前
期
生

徒
会
役
員
４
人
が
宅
老
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。�

　
施
設
利
用
者
で
最
高
齢
の
、
高
津
い

ち
さ
ん
（
97
歳
）
は
、
「
風
呂
に
入
る

の
が
好
き
な
の
で
、う
れ
し
い
で
す
」と

話
し
、
イ
ス
の
座
り
心
地
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。�

�

　
11
月
30
日
、
竜
吟
湖
で
土
岐
川
漁
業

協
同
組
合
が
主
催
す
る
、
ワ
カ
サ
ギ
釣

ま
つ
り
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
組
合
で
昨
年
、
試
験
的
に
ワ
カ
サ

ギ
を
放
流
し
、
多
い
と
き
は
１
日
に
100

匹
前
後
が
釣
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
３
月
に
は
、
600
万
粒
の
卵
を
入

れ
、
現
在
は
体
長
約
８
cm
ほ
ど
に
育
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
、
約
50
人
の
釣
り
客
が
訪

れ
、
夜
明
け
か
ら
11
時
ま
で
の
釣
果
を

競
い
ま
し
た
。�

　
竜
吟
湖
で
は
、
来
年
の
３
月
頃
ま
で

釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。�
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河
口
一
さ
ん
（
寺
河
戸
町
在
住
）�

　
経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
陶
磁
器
業
界

の
存
亡
を
か
け
、
私
達
は
闘
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
行
政
が
、
業
界
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。�

市
　
長�

　
経
済
活
性
化
が
最
も
大
切
と
考
え
ま

す
。
や
き
も
の
だ
け
に
頼
ら
な
い
、
複

合
型
産
業
が
芽
生
え
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
す
ぐ
に
は
実
現

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
３
年
の
瑞
浪
の

取
り
組
み
は
、
３
市
１
町
で
は
抜
き
に

出
で
て
い
る
こ
と
は
業
界
で
も
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
陶
磁
器
業
界
に
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
し
い
方

向
性
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。�

�

　
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
座
談
会
が
、
9
月

30
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
14

人
の
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち
９
人
が
出
席
し
、

３
市
１
町
の
合
併
問
題
を
は
じ
め
、
日

常
生
活
で
感
じ
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い

て
　
嶋
市
長
と
意
見
を
交
換
を
し
ま
し

た
。�

　
今
回
は
、
座
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
テ
ー
マ
別
に
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。�

８�平成14年12月15日�
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東
濃
西
部
の
合
併
問
題

東
濃
西
部
の
合
併
問
題�

東
濃
西
部
の
合
併
問
題�

小
木
曽
圭
子
さ
ん（
明
世
町
戸
狩
在
住
）�

　
合
併
の
説
明
も
含
め
た
地
域
懇
談
会

を
明
世
町
で
は
市
民
体
育
館
１
カ
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
き
め

細
か
く
場
所
を
設
定
し
て
欲
し
い
で
す
。

市
　
長�

「
今
な
ぜ
合
併
か
」
を
考
え
る
時
期
で
、

市
内
を
８
地
区
に
分
け
て
説
明
し
て
い

ま
す
。
新
市
建
設
計
画
が
で
き
ま
し
た

ら
、
細
か
く
区
単
位
で
行
う
予
定
で
す
。

熊
谷
隆
男
さ
ん
（
日
吉
町
在
住
）�

　
東
濃
西
部
３
市
１
町
の
合
併
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
み
る
と
合

併
推
進
の
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
般
の
方
な
ど
に
聞
い

て
も
、
受
け
取
り
方
に
温
度
差
が
あ
り

ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
先
が
見

え
な
い
こ
と
で
す
。�

　
瑞
浪
市
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

合
併
の
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
意
見
を
聞
い
て
公
平
に
す
す
め

て
欲
し
い
で
す
。�

　
ま
た
、
私
は
、
日
吉
町
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
日
吉

町
は
農
業
、
観
光
、
伝
統
、
開
発
な
ど

相
反
す
る
要
素
が
あ
る
の
で
、
指
針
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。�

市
　
長�

　
合
併
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
少
子
高
齢
化

と
考
え
ま
す
。
100
年
先
の
人
口
は
半
分

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
の
高
齢
化

は
20
・
95
％（
４
月
１
日
現
在
）と
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。�

�

　
市
の
平
成
14
年
度
当
初
の
予
算
で
考

え
る
と
、
一
般
会
計
が
約
138
億
円
で
あ

る
の
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
運

営
で
約
83
億
円
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
は
何
と
か
な
り
ま
す
が
、
将
来
に

わ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
大
勢
で
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
全
国
で
３
市
が
一
つ
に
な
る

と
こ
ろ
は
な
く
、
こ
の
合
併
で
先
が
見�

え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

　
瑞
浪
市
が
こ
れ
か
ら
行
う
べ
き
こ
と

も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
未
給
水

地
域
の
解
消
。
も
う
一
つ
は
、
雇
用
の

確
保
で
す
。（
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・

パ
ー
ク
の
企
業
誘
致
）
ま
た
、
こ
れ
が

担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
瑞
浪
市
は
合
併
し

ま
せ
ん
。�

　
合
併
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
い
と
こ
ろ

を
補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
合
併
で
大
き
な
市
に
な
れ
ば
、
区
長

会
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
そ
の
実
情
に
合
わ
せ
て

ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

そ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
地
域
な
ら

ば
、
行
政
に
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。�

小
栗
徳
松
さ
ん
（
稲
津
町
小
里
在
住
）�

　
３
市
１
町
の
合
併
に
は
関
心
が
あ
り

ま
す
。
住
民
に
い
き
な
り
合
併
の
是
非

の
判
断
を
任
せ
る
の
は
無
理
で
、
市
長

や
議
員
に
任
せ
る
ほ
う
が
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。�

市
　
長�

　
合
併
協
議
会
で
慎
重
に
審
議
し
て
い

ま
す
。
新
市
建
設
計
画
は
、
議
会
の
議

決
と
３
分
の
２
以
上
の
合
併
協
議
会
委

員
の
賛
成
が
必
要
で
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
判
断
に
重
き
を
お
く
べ
き
で
す
。
　

　
ま
た
、
合
併
協
議
会
や
議
会
で
判
断

が
拮
抗
し
て
い
る
場
合
は
、
住
民
投
票

も
あ
り
う
る
と
思
い
ま
す
。�

天
野
長
三
郎
さ
ん
（
大
湫
町
在
住
）�

　
今
の
瑞
浪
市
と
な
る
昭
和
29
年
の
合

併
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
合
併
す
る
と
、
き
め
細
か
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
の
で
は
と
の
不
安

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
将
来
を
考
え
る

と
合
併
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
住
民

に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

商
工
・
農
林

商
工
・
農
林�

商
工
・
農
林�

高�



天
野
さ
ん�

　
こ
の
５
年
ほ
ど
、
農
産
物
の
特
産
品

づ
く
り
を
行
い
、
毎
週
日
曜
日
の
朝
に

ユ
ニ
ー
近
く
で
青
空
市
場
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
実
績
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
輸
入
野
菜
で
市
場
価
格
が
低
い
の

に
対
し
、
国
内
労
働
賃
金
が
高
く
、
市

内
で
も
若
手
が
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。�

�

　
こ
の
よ
う
に
農
業
は
大
変
で
、
直
ち

に
活
性
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
の
支
え
で
す
。�

市
　
長�

　
天
野
さ
ん
は
じ
め
、
市
の
農
業
の
存

続
を
か
け
て
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
中
山

道
の
皆
さ
ん
に
は
頑
張
っ
て
安
全
で
安

心
で
き
る
食
材
を
提
供
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
地
元
食
材
を
使
う
こ
と
が
、
生

産
者
の
励
み
に
な
る
の
で
、
機
会
が
あ

っ
た
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
青
空
市
場

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

済
み
の
新
車
が
供
給
さ
れ
て
良
く
な
る�

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

山
路
基
洋
さ
ん
（
釜
戸
町
在
住
）�

　
竜
吟
の
森
が
整
備
さ
れ
、
以
前
よ
り

は
よ
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

水
だ
け
は
も
っ
と
綺
麗
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
世
の
中
「
癒
し
」
が
流
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
竜
吟
の
森
も
癒
し
で
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
自
然
や
中

山
道
を
宣
伝
す
れ
ば
観
光
的
に
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

市
　
長�

　
竜
吟
の
滝
の
水
を
良
く
す
る
こ
と
が

課
題
で
、
企
業
等
と
も
研
究
を
行
い
ま

し
た
が
、
基
本
的
に
は
、
生
活
排
水
の

浄
化
な
ど
、
基
か
ら
正
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
度
か
ら
、
大
湫
町
へ
水
道
を
上

げ
る
計
画
で
す
が
、
上
水
道
が
整
備
さ

れ
、
農
業
集
落
排
水
な
ど
の
下
水
道
が

整
え
ば
、
竜
吟
湖
に
流
れ
込
む
水
は
改

善
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。�

���

山
路
さ
ん�

　
岐
阜
県
は
、
情
報
化
が
進
ん
で
い
る

印
象
で
す
が
、
市
へ
メ
ー
ル
を
出
し
て

も
す
ぐ
届
か
な
い
こ
と
や
、
長
い
間
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
点
を
改
善
す
れ

ば
、
市
民
か
ら
い
つ
で
も
意
見
が
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。�

市
　
長�

　
今
年
度
か
ら
公
共
施
設
の
一
層
の
情

報
化
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
な
ど

を
行
い
、
周
辺
地
域
ま
で
行
き
届
い
た

情
報
化
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
独
居
老
人
の
方
の
緊
急
時
に
対
応

し
た
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の

で
、
活
用
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。�

��������������������

小
栗
さ
ん�

　
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
施
設
に
入
所

し
よ
う
と
し
て
も
、
市
内
の
施
設
で
は

250
人
待
ち
の
状
況
の
よ
う
で
す
が
。�

市
　
長�

　
介
護
保
険
は
、
家
庭
で
の
介
護
が
本

来
の
目
的
で
す
が
、
実
際
は
施
設
介
護

の
需
要
が
高
い
よ
う
で
す
。
施
設
は
、

補
助
金
の
関
係
で
簡
単
に
は
増
加
し
ま

せ
ん
し
、
東
濃
県
域
で
の
施
設
整
備
計

画
は
190
床
分
で
す
。
介
護
施
設
へ
の
入

所
は
、
現
在
申
込
順
で
す
が
、
介
護
度

な
ど
の
個
々
の
状
況
を
考
慮
し
て
順
番

を
決
め
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。�

林
　
和
恵
さ
ん
（
稲
津
町
小
里
在
住
）�

　
私
は
、
重
度
脳
性
ま
ひ
の
子
ど
も
を

も
つ
親
で
す
が
、
療
育
セ
ン
タ
ー
、
小

学
校
、
中
学
校
…
と
成
長
に
つ
れ
環
境

（
施
設
）
が
変
わ
る
と
、
先
生
や
知
り

合
っ
た
方
と
の
関
係
も
途
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に

み
て
い
た
だ
き
、
一
貫
し
た
療
育
指
導

や
医
療
機
能
が
あ
り
、
親
の
相
談
が
で

き
る
「
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
」
を
、
東

濃
地
区
に
合
併
の
際
に
設
置
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。�

市
　
長�

　
春
日
井
市
に
あ
る
、
コ
ロ
ニ
ー
（
心

身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
）
の
よ

う
な
施
設
を
、
東
濃
に
作
る
よ
う
市
長

会
な
ど
で
提
案
し
ま
す
。�

　
し
か
し
、
瑞
浪
市
単
独
で
は
難
し
い

の
で
、
県
な
ど
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。�

情
　
報
　
化

情
　
報
　
化�

情
　
報
　
化�

福
　
　
　
祉

福
　
　
　
祉�
福
　
　
　
祉�

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

環
　
　
　
境

環
　
　
　
境�

環
　
　
　
境�

正
木
　
子
さ
ん
（
陶
町
水
上
在
住
）�

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
排
気
ガ
ス
対
策
を
何

と
か
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
車
を
使

う
個
人
で
も
気
を
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。�

市
　
長�

　
こ
れ
は
、
国
が
決
め
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
軽
油
の
品
質
や
対
策�
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今
年
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
姫
街
道

４
０
０
年
祭
に
ち
な
ん
だ
文
化
財
の
紹

介
も
こ
れ
が
最
後
に
な
り
ま
す
。�

　
大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井
は
、
恵
那
郡

付
知
村
の
画
人
、
三
尾
静
（
暁
峰
）
の

作
品
で
、
花
や
鳥
を
題
材
と
し
た
60
枚

の
絵
画
は
出
来
も
色
彩
も
良
く
、
百
数

十
年
の
歳
月
を
感
じ
さ
せ
な
い
逸
品
で

す
。�

　
現
在
の
大
湫
観
音
堂
は
、
宿
の
大
火

で
焼
失
し
た
後
、
弘
化
４（
１
８
４
７
）

年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
ど
ん
な
病

気
で
も
治
し
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
健
康
に
自
信
の
あ
る
方
も
一
度
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。�

　
平
成
14
年
度
第
２
回
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
、
11
月
24
日
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、

青
少
年
育
成
小
集
会
活
動
モ
デ
ル
地
区

に
指
定
さ
れ
た
７
地
区
の
う
ち
４
つ
の

自
治
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し

た
活
動
の
報
告
を
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
今
年
度
の
市
主
張
大
会
で

と
も
に
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
陶
小
学
校

６
年
鈴
村
亮
介
君
と
釜
戸
中
学
校
３
年

伊
東
絵
美
さ
ん
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
区
の
少
子
高
齢
化
傾
向
が
否
め
な
い

中
、
伝
統
行
事
な
ど
地
域
の
行
事
に
全

て
の
年
代
の
区
民
が
積
極
的
に
参
加
し
、

み
ん
な
の
力
で
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く

り
を
し
ま
し
た
。�

　
区
の
夏
祭
り
、
子
ど
も
会
合
宿
、
敬

老
会
、
酒
波
神
社
例
大
祭
、
中
山
道
４

０
０
年
祭
、
ま
ち
づ
く
り
焼
き
も
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
な
ど
の
行
事
で
は
、

小
中
高
生
が
地
域
の
大
人
と
協
力
し
合

い
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。�

　
こ
こ
十
数
年
来
大
き
く
環
境
が
変
化�

し
た
山
野
内
区
は
、
地
域
に
お
け
る
子

ど
も
の
存
在
が
薄
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
「
山
野
内
区
夏
祭
り
」
を
地
域
活
性

化
の
核
と
し
、
小
学
生
は
も
と
よ
り
中

高
生
も
参
加
で
き
る
行
事
に
と
、
企
画

の
段
階
か
ら
中
高
生
を
メ
ン
バ
ー
に
加

え
ま
し
た
。
祭
り
で
は
中
高
生
が
活
躍

し
、
バ
ン
ド
演
奏
や
親
子
共
作
の
バ
ザ

ー
、
小
学
生
の
面
倒
を
見
る
姿
も
あ
り

ま
し
た
。�

　
中
高
生
に
活
動
の
場
を
与
え
、
祭
り

の
企
画
運
営
ま
で
委
ね
た
こ
と
で
、
責

任
感
と
自
主
性
が
育
て
ら
れ
大
き
な
財

産
に
な
り
ま
し
た
。�

　
細
久
手
区
は
、
旧
来
か
ら
「
一
人
は

万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め

に
」
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。�

　
地
域
の
人
達
へ
子
ど
も
会
行
事
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
た
り
、
子
ど
も
と
一

緒
に
地
区
民
で
種
ま
き
か
ら
野
菜
作
り

を
し
、
こ
れ
を
食
材
に
１
５
０
人
が
参

加
し
て
の
焼
肉
大
会
を
実
施
し
た
り
と
、

住
民
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。�

　
高
齢
者
や
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
に
も
、
今
後
も
住
民
が
団
結
し

協
力
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。�

教育委員会�はぐくみ�

第
５
回

第
５
回�

第
５
回

第
５
回�

第
５
回�

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井�

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井�

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井�

大
湫
観
音
堂
の
絵
天
井�
〜
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
〜�

陶
町
猿
爪
細
久
手
区�

日
吉
町
南
垣
外
区�

モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告

モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告�
モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告

モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告�
モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告

モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告�
モ
デ
ル
地
区
実
践
活
動
の
報
告�

上 
一 
色 

区�

明
世
町
山
野
内
区�

　
い
わ
ゆ
る
新
住
民
も
、
一
色
を
「
新

し
い
ふ
る
さ
と
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
「
人
の

子
も
わ
が
子
も
み
ん
な
一
色
の
子
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
①
区
民
の
ふ
れ

あ
い
活
動
、
②
ふ
る
さ
と
へ
愛
着
を
も

つ
、
③
お
年
寄
り
を
思
い
や
る
心
を
育

て
る
、
④
体
力
づ
く
り
の
４
項
目
を
活

動
の
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。�

　
中
で
も
上
一
色
住
民
マ
ッ
プ
作
成
、

区
の
歴
史
講
話
、
万
尺
川
源
流
探
し
と

生
態
調
査
、
区
民
健
康
祭
り
、
上
一
色

を
知
ろ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
秋
祭
り

と
特
色
あ
る
事
業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
高
生
諸
君
ソ
フ
ト
を
や
ろ

う
！
に
参
加
し
た
高
校
生
の
、
「
来
年

も
や
っ
て
」
と
い
う
声
に
役
員
の
目
頭

も
熱
く
な
り
ま
し
た
。�
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
⑤

H14

代
　
長
　
大
内
　
な
み
こ�

　
木
曜
編
物
手
芸
教
室
は
、
昭
和
の
後

期
頃
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
陶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議

室
で
、
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
、
指
導

の
先
生
の
も
と
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
の
中
で
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現

在
、
16
人
の
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
学
習
者
の
年
齢
は
、
30
代
か
ら
70
代

ま
で
と
幅
広
く
、
編
物
以
外
の
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
理
想

的
な
教
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人

か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
先
輩
か
ら
は

知
恵
を
と
、
互
い
に
吸
収
し
あ
い
な
が

ら
学
習
し
て
い
ま
す
。�

　
作
品
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
一
日
一

日
、
一
段
一
段
が
積
み
重
ね
で
す
。
汗

を
流
し
作
品
を
仕
上
げ
た
と
き
の
喜
び

は
格
別
で
、
そ
の
時
の
感
動
と
充
実
感

は
と
て
も
口
で
言
い
表
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。�

　
活
動
の
目
標
は
、
数
多
い
イ
ベ
ン
ト

の
場
で
の
発
表
で
す
。
サ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

祭
に
は
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
バ
ザ
ー
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
も
う
８
年
間
も
続
け

て
い
ま
す
。
手
作
り
お
で
ん
な
ど
で
多

く
の
方
々
と
触
れ
合
う
の
は
、
本
当
に

楽
し
い
も
の
で
す
。�

　
何
事
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を

持
ち
最
後
ま
で
な
し
と
げ
る
こ
と
が
、

健
康
を
保
つ
大
切
な
要
因
だ
と
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
ら
踏
み
込
ん

だ
こ
の
学
習
を
こ
の
先
も
長
く
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
目
標
」

を
し
っ
か
り
持
ち
続
け
、
常
に
追
究
し

て
い
く
「
心
意
気
」
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
健
康
に
は
全
員
で
留
意
し
あ
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

手
編
手
芸
教
室

手
編
手
芸
教
室�
手
編
手
芸
教
室

手
編
手
芸
教
室�
手
編
手
芸
教
室�

生涯学習施設１月の休館日�

総合文化センタ－
市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

文 化 会 館 �

サイエンスワールド�

化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市之瀬記念美術館�
地 球 回 廊 �

1～4、6、14、15、20、27日�
1～4、6、14、15、20、27、31日�

1～4、6、14、15、20、27、31日�

1～4、6、14、15、20、27日�

1～3、9、16、23、30日�

1～4、7、14、15、21、28日�

期日　平成15年  １月18日、２月１日、15日、�

　　　３月１日、15日�

時間　９時30分～11時30分�

場所　土岐小学校体育館�

対象　市内小学校３～６年生�

持物　体育館シューズ�

期日　平成15年  １月25日、２月15日、３月８日、�

　　　15日、23日�

時間　14時～16時�

場所　市民体育館（第１競技場）�

対象　市内小学校４～６年生・中学生�

持物　体育館シューズ・ラケット�

申　　込　通学している学校に申し込んでくださ

　　　　　い。申し込んだ方に改めて連絡はしま

　　　　　せん。�

申込期限　１月10日（金）�

参 加 費　500円��

問 合 せ　市民体育館（☎ 68-0747）�

　市民体育館では、学校の休日を有効に利用して

総合型スポーツクラブ活動を推進するため、市内

の小中学生を対象にバスケットボール教室と卓球

教室を開催します。スポーツ教室で、体力づくり

・仲間づくりをしてみませんか。�

スポーツ教室の開催�スポーツ教室の開催�スポーツ教室の開催�  バスケットボール教室�

 卓  球  教  室 

 申 込 方 法 等 
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１月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00�

16：10～16：30

棚 田 山 �

羽 広   �

17日（金）�
15：20～15：50�

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00�

14：20～14：50�

15：00～15：20�

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

22日（水）�

25日（土）�

15：30～15：50�

16：00～16：20�

16：30～16：50

９日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

13：20～13：40�

13：50～14：10�

14：20～14：50�

15：00～15：20�

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

16日（木）�

10日（金）�

15：30～16：00�

16：10～16：30

小 里 �

萩 原 �
８日（水）�

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20�

16：30～16：50

図書館だより�☎ 68-5529

ミニ展のご案内ミニ展のご案内�ミニ展のご案内�

12月23日（月）まで�

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
足
ら

ず
と
な
り
ま
し
た
。
お
正
月
前
の
子
ど

も
た
ち
の
待
ち
に
待
っ
た
大
イ
ベ
ン
ト
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。�

　
図
書
館
で
は
、
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
や
っ
て
く
る
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
楽
し
い
お
話
、
影
絵
、
手
品
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
催
し
や
、
も
ち
ろ
ん
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
よ
。�

　
ご
家
族
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

12
月
21
日（
土
）�

14
時
〜�

クリスマス展�クリスマス展�クリスマス展�

１月5日（日）～30日（木）�
え　と　展�え　と　展�え　と　展�

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が�

　
　
　
　
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
や
っ
て
く
る�

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が�

　
　
　
　
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
や
っ
て
く
る�

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が�

　
　
　
　
や
っ
て
く
る�

市
民
文
学
散
歩

市
民
文
学
散
歩�

市
民
文
学
散
歩

市
民
文
学
散
歩�

市
民
文
学
散
歩�

―
飛
騨
古
川
町
―�

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
さ
く
ら
」の�

　
　
　
舞
台
を
訪
ね
て
〜�

　
年
末
年
始
の
ミ
ニ
展
は
、
12
月
23
日
ま
で
ク
リ
ス

マ
ス
展
を
行
い
、
１
月
か
ら
は「
え
と
展
」を
開
催
し

ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
来
年
の
え
と
「
羊
」
に
ち
な

ん
だ
作
品
や
、
図

書
館
が
保
有
し
て

い
る
蔵
書
な
ど
を

集
め
て
み
ま
し
た
。�

　
え
と
展
で
は
利

用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
い

ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
が
館
内

に
ず
ら
り
と
並
べ

ら
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

場
　
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
講
堂�

内
　
容
　
手
品
、
影
絵
な
ど�

　
11
月
21
日
、
平
成
14
年
度
の
市
民
文

学
散
歩
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
催
し
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
多
く
、
今
回
も
85
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
小
雨
の
降
る
中
、
古
川
町
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
親
切
な
案
内
で
、
ド
ラ

マ
の
撮
影
に
使
わ
れ
た
場
所
や
、
鯉
の

泳
ぐ
瀬
戸
川
を
散
策
し
、
白
壁
土
蔵
の

並
ぶ
町
並
み
に
晩
秋
の
飛
騨
路
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。�

　
来
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し

み
に
。�



　野生鳥獣（イノシシ、クマ、サル、ヌートリア、

ノウサギなどの哺乳類及び鳥類）を法定の手続きを

しないで捕獲することは「鳥獣保護及狩猟ニ関スル

法律(鳥獣保護法)」で禁じられています。�

　野生鳥獣を捕獲できるのは次の場合に限られます。�

・狩猟行為として行う場合�

・有害鳥獣駆除許可を得て行う場合　�

※農作物被害を野生鳥獣から守るために捕獲する場

合であっても、上記の場合以外に野生鳥獣を捕獲す

ると鳥獣保護法違反となり罰則が課せられます。詳

しくは問合せください。�

◎問合せ　農林課　☎ 内線476�

�

野生鳥獣をむやみに捕獲することは�
法律で禁じられています�

・内容　瑞浪市民交響楽団の演奏会・作品鑑賞・�

　　　　感謝の集い(気楽なパーティー)�

◎問合せ　市之瀬廣太記念美術館　☎ 68-9400�

　岐阜労働局では、「産業別最低賃金」の４業種に

ついて、額の改正を行いました。�

　新しい最低賃金は下表のとおりで、臨時、パート

タイマー、アルバイト等を含め、すべての労働者に

適用されます。�

最低賃金のおしらせ�

○産業別最低賃金（改正後のみ表示）�

◎問合せ　岐阜労働局賃金室　☎ 058-245-8104�
　　　　　多治見労働基準監督署　☎ 22-6381

市之瀬廣太記念美術館�
クリスマスコンサート・感謝の集い�

入場無料�

入場無料�

市之瀬廣太記念美術館ロビー�

12月22日（日）18時～� 1月5日（日）�

・講演　小和田哲男氏（静岡大学教育学部教授）�

　　　　「時代を超え続けた人々―土岐源氏よ永久に」�

・発表　土岐一族のまちづくり�

・特別演奏　深沢亮子氏（ピアニスト）　�

◎問合せ　美濃源氏フォーラム事務局　☎ 68-3142�

12月23日（月）13時～16時30分�

土岐源氏桔梗フォーラム�

土岐市文化プラザ・サンホール�

�
�

Ｑ�
＆�

上下水道�上下水道�上下水道�

Ｑ�

Ａ�

〈分担金の額は下表のとおりです〉　　　　　　�

※口径25㎜以上は省略してあります。　�

◎問合せ　上下水道建設課　☎ 内線129・130�

Ａ�
水道加入者分担金って何なの？�

水道メーターを新規で設置する方に収めてい�

ただくもので、水道メーターの口径や給水区�

域によって金額が違います。�

給　水　区　域� 口 径� 金　　額�

大湫・三和の郷・田高戸・大�
細・エスポラン・上平・大牧�
の各配水池の給水区域�

13㎜�

20㎜�

13㎜�

20㎜�

13㎜�

20㎜�

252,000円�

462,000円�

210,000円�

399,000円�

105,000円�

294,000円�

水川簡易水道事業及び�

半原配水池の給水区域�

その他の配水池の給水区域�

最低賃金の件名�日　額� 時間額�発効年月日�

紡　　績　　業�

平成14年�

12月21日�

電気機械器具、�
情報通信機械器�
具、電子部品・�
デバイス製造業�

自動車・同附属品�
製　　造　　業�

航空機・同附属品�
製　　造　　業�

5,492円�

5,881円�

6,641円�

廃　止�

736円�

772円�

831円�

688円�

平成15年 消防出初式�
式典　　　　９時～�
市中パレード  10時30分～�
放水演技　　11時30分～�

◆年末夜警　12月28日(土)～30日(月)�

　　　　　　　21時～翌朝２時�

13 瑞浪市役所　☎ 68-2111

　式典終了後、ＪＲ瑞浪駅を中心に市中パレード、

続いて総合文化センター前の土岐川沿いで、消防の

日頃の成果

を披露する

放水演技を

行います。�

　皆さまの

ご声援、ご

協力をお願

いします。�

瑞浪駅� 市長観閲�

グランド�
明徳橋�

土岐川�

瑞浪病院�

商工会議所�

本町通り本町通り�

竜門通り竜門通り�

常
磐
通
り

常
磐
通
り�

竜門橋竜門橋�

昭和病院昭和病院�

本町通り�

竜門通り�

常
磐
通
り�

竜門橋�

昭和病院�

瑞浪総合瑞浪総合�
文化センター文化センター�
瑞浪総合�
文化センター�

◎瑞浪市役所�

式典会場�

一斉放水会場�



・場　　所　中京短期大学�

・講習科目　�

　１日目　公衆衛生学、食品学、栄養学、生化学�

　２日目　臨床栄養額、給食管理、病理学、解剖生理学�

・受 講 料　各日5,000円��

・申込期限　１月18日(土)　必着�

◎問合せ・申込　中京短期大学（土岐町2216）　

　担当：岡田・大木　☎ 68-4555　FAX 68-4568�

�

1月25日（土）・26日（日）�
管理栄養士国家試験受験準備講習会�

・期　日　平成15年１月17日(金) ９時30分～17時

・受講料　１人5,500円 (昼食・テキスト代含む)�

・締　切　１月10日(金) (定員になり次第締切)��

・定　員　90人�

・場　所　セラトピア土岐(土岐市土岐津町高山)�

・申込方法　写真1枚(縦3cm×横2.5cm、裏に氏名)��

　　　　　　と受講料を添えて申し込み先まで�

◎申込・問合せ　〒507-0801多治見市東町1-9-3　

　　　　　　　　東濃産業労働協会　☎ 24-4595�

特定粉じん作業従事者特別教育講習会�

・対 象 者　健康で働く意欲のある55歳からおお

　　　　　　むね65歳までの方�

・定　　員　20人程度(応募多数の場合は抽選)�

　　　　　　(抽選もれの場合は連絡しません)�

・講習期間　平成15年２月４日(火)～２月19日(水)�

・講習会場　瑞浪市共同福祉施設（JR瑞浪駅北）�

・参加費用　無料�

・申込締切　平成15年１月15日(水)当日消印有効�

・申込方法　はがきに「技能講習11番希望」と郵

　便番号、住所、氏名、性別、年齢、電話番号を書

　いて、〒500-8145  岐阜市雲井町3-12(社)岐阜県

　シルバー人材センター連合会(☎058-249-0228)へ�
◎問合せ　(社)瑞浪市シルバー人材センター  ☎ 68-8744��

「技能講習・パソコン(初級)」受講者募集�

・日　時　〈一般〉　毎週木曜日　18時30分～��

　　　　　　　　　　土・日曜日　13時30分～�

　　　　　〈高齢者〉毎週木曜日　13時30分～　

・場　所　市民体育館�

・内　容　トレーニング室の利用方法�

・持ち物　運動のできる服装、体育館シューズ、�

　　　　　1000円、ボールペン�

◎申込・問合せ　市民体育館　☎ 68-0747��
�

土岐川沿道の遊歩道整備�

市民体育館トレーニング室利用講習会�

　公園線整備に伴う明徳橋架け替え工事のため、平

成15年１月８日(水)より全面通行止となります。�

　工事完了は平成16年３月を予定しています。�

　皆さまには、何かとご迷惑をおかけしますが、ご

理解とご協力をお願いします。�

◎問合せ　都市計画課　☎ 内線245��

明徳橋の通行止�

◎問合せ　都市計画課　☎ 内線245�

通行止め�
区間�

明徳�
稲荷�

樽上球場�
瑞浪市役所�

土岐川�通行止区間�

明徳橋�
昭
和
病
院�

歩道専用�
仮橋幅２m

　平成15年1月から「安心して散歩できる遊歩道」

として、竜門橋から瑞浪橋までの左岸側市道約

210mの整備を予定しています。��

　この整備に

伴い、ここで

の駐車は出来

なくなります

のでご了承く

ださい。�

Ｎ�

土�

岐�

川�

整�

備�

区�

域�

瑞
浪
橋�

竜門橋�

14平成14年12月15日�

　多治見市、土岐市、瑞浪市、笠原町の小学生の皆

さんの力作を展示します。ぜひご覧ください。�

◎問合せ　市民課　☎ 内線111　��

1月7日（火）～17日（金）�

小学生人権書道コンテスト東濃西部優秀作品展�

市役所1階市民ホール�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�
健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

母子健康手帳�

平成13年６月16日～�
　　　６月30日生まれ    

平成13年６月１日～�
　　　６月15日生まれ    

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

９時30分�
　　～９時45分�

12時30分開始�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

平成14年７月生まれ�

１月10日（金） 

１月17日（金） 

１月７日（火） 

１歳6カ月児健康診査�

6 カ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

　健康まつりで応募のあった83作品のうち、優秀�

作品を紹介します。�

（瑞浪市健康づくり推進協議会で選定　敬称略）�

『始めよう　明日につながる　自己管理』�

　　　　　　　　　　　（寺河戸町　伊藤　仁）�

『健康な　身体でつくる　幸せ家族』�

　　　　　　　　　　　（土岐町　鈴木　寿信）�

『今日の健康　明日への宝』�

　　　　　　　　　　　（明賀台　西尾美恵子）�

『病んで泣くより　早めの検診』�

　　　　　　　　　　　（宮前町　木股　秀子）�

『健康は　家庭円満　明るい家庭』�

　　　　　　　　　　　（土岐町　日比野ヨシ）�

『健康の　過信は禁物　先ず健診を』�

　　　　　　　　　　　（日吉町　伊藤香寿代）�

『早寝早起き　腹八分目で　早歩き』�

　　　　　　　　　　　（山田町　大原　梅子）�

『「もう行った？」声かけあって　健診へ』�

　　　　　　　　　　　（寺河戸町　勝野　昌代）�

『自分の責任　健康寿命』�

　　　　　　　　　　　（寺河戸町　安藤美代子）�

『白い歯で　笑っていよう　ハッハッハ』�

　　　　　　　　　　　（土岐町　武井　美樹）�

　以上の作品は、来年度の「健康カレンダー」に�

掲載します。ご応募ありがとうございました。�

　口の中や入れ歯の汚れを肺に吸い込むみ続けると、

徐々に肺炎（誤えん性肺炎）を起こし大変危険です。�

　寝たきりの方は、寝ている間にむせないで吸いこ

んでいる事も多いため、肺炎を起こしてから、えん

下障害であることが分かる事も多いのです。�

　早めに、かかりつけの歯科医の指導をうけましょう。

相談は保健センター（☎ 67‐2700）へ。�

＜担当＞精神科医師（大湫病院）�

＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。�

　東濃地域保健所で行っている、一般健康相談（診

断書作成を含む）が、平成15年1月より予約制にな

ります。��

受付時間　毎週水曜日　13時30分～14時30分�

受付窓口　東濃地域保健所企画調整課�

　　　　　☎23－1111　内線352・353�

・料　金　各５００円　・場　所　保健センター��

・対象者　40歳以上の希望者(定員50人)�

・申　込 　１月10日（金）までに電話などで保健セ

　　　　　ンターへ��

�

　12月16日～1月15日は「愛の血液助け合い運動」

月間です。輸血を必要としている人々のため、あた

たかいご協力をお願いします。��

＊多治見駅献血ルーム（駅前プラザ・テラ4階）も

ご利用ください。（10時～12時　13時～17時30分

木曜日・年末年始を除く毎日オープン）�

☎ 23－0227�

◆医師による健康相談 14時30分～15時��

◆乳幼児相談  ９時30分～11時�

◆栄養相談  ９時～15時　＊要電話予約�

保健センター�1月８日（水）�

1月14日（火）�

1月16日（木）　8時30分～11時�

健　康　相　談�

がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん）�

“健康標語”優秀作品発表�

老人性痴ほう症相談�

一般健康相談が予約制に�

「愛の血液助け合い運動」�

お口の中を清潔にして肺炎予防！�

15 瑞浪市役所　☎ 68-2111

13時～14時�
保健センター�



　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

　休みの間は、市役所の宿・日直で受付けます。�

・年末最終の引取日　12月24日(火)  9時～11時

・年始最初の引取日　１月 14日(火) 9時～11時

※引取日以外は、管理の関係上、犬・ネコの引

　き取りは一切行いません。�

◎問合せ　東濃地域保健所　☎ 23-1111��

　漏水、排水管のつまり等の修理は、最寄りの

指定工事店または市役所へ問合せください。�

◎問合せ　市役所　☎ 68-2111��

12月30日(月)16時まで持込み可�

・可燃ごみ　
クリーンセンター　☎ 68-6010

��

・資源ごみ　　　�

・不燃ごみ　不燃物埋立処分場　☎ 68-3029　
※大きな物は小さく壊してから持ちこみくださ

　い。�

・可燃ごみ　年末は12月30日(月)の地区まで収集

　　　　　　年始は１月６日(月)から収集�

・不燃ごみ　12月26日(木)の地区まで収集�

・資源ごみ　12月27日(金)の地区まで収集�

　12月27日(金)17時までに電話予約をすれば、休

み期間中に市役所日直(８時30分～17時)で受け取

ることができます。（その他の証明は行いません。）�

土岐市・瑞浪市休日急病診療所 (☎59-2101) へ
�日曜日や祝日に急病になられた時は、当診療所

をご利用ください。�

・所在地 　土岐市駄知町��

　　　　　  1272-5�

・診療科目　内科・小児科�

・診療時間　９時～18時�

 （日曜・祝日に限ります）��

 　受付…17時30分まで��

●年末年始の診療�

　12月31日(火)～１月３日(金)まで�

●休みの日の急患で困った時は、�

　市救急医療情報センターへ　☎６８－３７９９�
　休日診療・夜間在宅当番医院をお知らせします。�

�

2002年12月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝45，528人（＋23）　世帯数＝13，944世帯（＋35）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

年末年始の業務のお知らせ�年末年始の業務のお知らせ�年末年始の業務のお知らせ�

◆出生･死亡などの届出は�

◆住民票の発行は�

◆ごみの収集は�

◆ごみの持ち込みは�

◆水道・下水道の緊急修繕は�

◆犬・ネコの引き取りは�

・年末の作業は12月28日（土）まで行いますが、

　混雑が予想されるため年末収集を希望される方

　は12月20日（金）までにお申し込みください。

・年始の作業は１月６日（月）より行います。�

◎問合せ　（有）中部環境　☎ 67-0385��

◆し尿汲み取り作業・受付�

◆休みの日の急病は�

◆年末年始の歯科休日救急診療�

◆公共施設の年末年始のお休み�

診療時間：９時～15時　＊当日電話予約が必要�

期　　日� 在宅当番医院� 電話番号�

12月29日(日)

１月１日(水)

１月２日(木)

１月３日(金)

１月４日(土)

12月30日(月)

12月31日(火)

６７－０４７２�

６４－２２２６�

６７－１８１１�

６８－２４４８�

６７－１６２６�

６７－１６８５�

６５－２０５５�

岩 島 歯 科 医 院 �

サ ン 歯 科 �

ほりべ歯科クリニック�

今 井 歯 科 医 院 �

森 本 歯 科 医 院 �

景 山 歯 科 医 院 �

大 塩 歯 科 医 院 �

12月28日(土)～１月５日(日)

12月28日(土)～１月４日(土)

12月29日(日)～１月４日(土)

12月31日(火)、１月1日(水)�

瑞 浪 市 役 所 �

ハ ー ト ピ ア �

総合文化センター�

市 民 図 書 館 �

自然ふれあい館�

陶 磁 資 料 館 �

化 石 博 物 館 �

市之瀬記念美術館�

地 球 回 廊 �

サイエンスワールド�

市 民 体 育 館 �

共 同 福 祉 施 設 �

ワークプラザ瑞浪(陶)�

美 濃 焼 プ ラ ザ �

斎 場 �

●�
セラテクノ土岐�

●�

とき陶生苑� 旭ヶ丘�
団　地�

休日診療所�

○�駄知支所�

〒�

稚
児
岩
大
橋�

駄知町�

｝�

市役所の一般業務は12月27日(金)で終了し、年始は１月６日(月)から行います。�


